
第8回「スチュワードシップ・コードとコーポレートガバナンス・コードの
フォローアップ会議」参考資料 

フィデリティ投信 

 ディレクター オブ リサーチ 

三瓶 裕喜 

 

2016年6月1日（水） 

10:00-12:00 

 

中央合同庁舎第７号館 13階 共用第１特別会議室 

資料３ 



目次 

 オープンエンド型集団投資スキームのガバナンス 

 

 ご参考：OEIC（英国）とSICAV（欧州）の比較 

 

 利益相反が生じる可能性のある議決権行使について（海外企業年金
の例） 
 BTPS 

 マークス＆スペンサー 

 ユニリーバ 

 

 ご参考：ALFI Code of Conduct注1 

 

2 

注1：ALFI：Association of the Luxemburg Fund Industry、ALFI Code of Conduct についてはP.9～P.19参照 



注2： ALFI：Association of the Luxemburg Fund Industry、 ALFI Code of Conduct についてはP.9～P.19参照 
注3： Fidelity Magellan Fund Annual Report March 31, 2016 (https://fundresearch.fidelity.com/mutual-

funds/summary/316184100) 
注4： Fidelity Funds Annual Report and Accounts for the year ended 30 April 2015 Audited (https://www.chartbook.fid-

intl.com/statutory/current/ff_ann.pdf) 

オープンエンド型集団投資スキームのガバナンス 

米国 欧州（EEA) 英国 

形態 Open-end 
Investment 
Company (“Mutual 
Fund”) 

SICAV (Investment 
Company with 
Variable Capital) 

OEIC (Open-ended 
Investment 
Company) 

監督機能 Board of Directors 
(Corporation)又は 
Board of Trustees 
(Trust) 

Board of Directors  Depositary （運用機
関から独立） 

独立社外役員 
 
 
例） 

過半数 
 
 
独立8：運用機関2 
(Fidelity Magellan 
Fund注3) 

1名以上（ALFI Code 
of Conduct注2） 
 
独立6：運用機関6 
(Fidelity Funds注4) 

― 

規制 SEC CSSF FCA 
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Published January 2015 by UK Trade & Investment 

ご参考：OEIC（英国）とSICAV（欧州）との比較 
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行動規範の拠所となるもの： 

 「機関」投資家としての受託者責任：中長期リターンの追求 

 「機関」投資家としての社会的責任：市場機能、社会的影響 

 

例１）ブリティッシュ・テレコム（BTPS）、マークス＆スペンサー（M&S PS）、ユニリーバ
（Univest Company)などは社会的責任を重視（UNPRIに署名） 

例２）BGI*の例（*：後にブラックロックがバークレイズ銀行から買収） 

BGIは親会社であるバークレイズ銀行の議決権行使を自らの判断では行わない
方法を取った注5 

例３）フィデリティの例（原則2） 

「（前段省略）…フィデリティと利益相反が生じる可能性のある議決権行使に関し
ては、利用する主要な外部リサーチ提供者の推奨に従って行使を行うか、かかる
推奨がない場合には議決権を行使しないこともあります。」（フィデリティ投信「日
本版スチュワードシップ・コードの受入れおよびスチュワードシップ責任を果たす
ための方針について」より注6） 
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利益相反が生じる可能性のある議決権行使について 
（海外企業年金の例） 

 

注5： 筆者による元BGI Head of Corporate Governance, UKへのヒアリングに基づく 

注6： フィデリティ投信株式会社ウェブサイト（https://www.fidelity.co.jp/fij/about/governance/stewardship.html） 

https://www.fidelity.co.jp/fij/about/governance/stewardship.html


出所：BT Pension Scheme website 

BTPS: BT Pension Scheme 

BTPSM: BT Pension Scheme Management Limited 

BTPS 
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出所：Marks and Spencer Pension Scheme website 

マークス＆スペンサー 
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出所： Unilever UK Pension Fund website 

ユニリーバ 
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ALFI June 2013 
9 

 
ご参考：ALFI Code of Conduct 



ALFI June 2013 

10 原則に対する期待水準 

ALFI Code of Conduct 1/10 
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ALFI June 2013 

ALFI Code of Conduct 2/10 
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ALFI June 2013 

ALFI Code of Conduct 3/10 
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ALFI June 2013 

ALFI Code of Conduct 4/10 
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ALFI June 2013 

ALFI Code of Conduct 5/10 
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ALFI June 2013 

ALFI Code of Conduct 6/10 
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ALFI June 2013 

ALFI Code of Conduct 7/10 
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ALFI June 2013 

ALFI Code of Conduct 8/10 
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ALFI June 2013 

ALFI Code of Conduct 9/10 
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ALFI June 2013 

ALFI Code of Conduct 10/10 
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留意事項 
 

当資料に記載されている意見・提言等はあくまで執筆者の個人的な見解で
あり、フィデリティ投信株式会社及びその他のフィデリティ・グループに
属する企業（以下、総称して「フィデリティ」といいます。）を代表する
意見・提言等ではありません。従って、当資料に記載されている意見・提
言等について、フィデリティはいかなる責任を負うものではありませんの
でご留意ください。 


